
“いのちをまもるパートナーズ”

医療安全全国フォーラム2022
オンラインライブ＋オンデマンド配信

日時 2022年11月23日（水・祝）13:00～17:10
開催形式 オンラインライブ配信（Zoomウェビナー）

主催 一般社団法人医療安全全国共同行動

後援 厚生労働省、全国知事会、一般社団法人医療の質・安全学会

参加費 一般参加 5,500円（税込）
参加登録施設 ・ 個人登録者 3,300円（税込）

プログラム
開会挨拶：小泉 俊三（医療安全全国共同行動 議長）

第１部：患者安全・医療安全実践ハンドブック 出版記念トークセッション

…各行動目標の新規執筆におけるトピックスの紹介とともに、行動目標１、３ａ、６、７の執筆者とのトークセッション

進行/聞き手：小泉 俊三（医療安全全国共同行動 議長）

行動目標1 「危険薬の誤投与防止」 我妻 恭行（東北医科薬科大学 薬学部薬剤学教室 教授）

行動目標3a 「危険手技の安全な実施（経鼻栄養チューブ挿入時の位置確認の徹底）」

須田 喜代美（竹田綜合病院 医療の質管理部 医療安全管理室 課長）

行動目標6 「急変時の迅速対応」 藤谷 茂樹（聖マリアンナ医科大学 救急医学(集中治療) 教授）

行動目標7 「事例要因分析から改善へ（5S）」

河野 龍太郎（ ㈱安全推進研究所 代表取締役所長、自治医科大学名誉教授）

第２部：シンポジウム「レポート加算を活かす！～不幸なレポート事故を防ぐために～ 」
座長・オープニングリマーク：長尾 能雅（医療安全全国共同行動 常任理事）

「事務連絡 『画像診断報告書等の確認不足に対する医療安全対策の取り組みについて』 発出に向けた

厚労科研研究班での検討内容について」

松村 泰志（独立行政法人 国立病院機構大阪医療センター 院長）

「報告書管理体制加算新設の経緯について」

栗原 健 （厚生労働省 医政局 地域医療計画課 医療安全推進・医務指導室）

「病理診断・細胞診・画像診断報告書管理体制構築の経緯と現状」

根本 誠一（㈱日立製作所 ひたちなか総合病院 院長付 TQM統括室 安全管理センタ）

「当院における未読・未説明システムと報告書管理体制加算算定への取り組みについて」

岩田 達也（旭川医科大学病院 医療安全管理部 副部長 准教授）

「当院における画像診断報告書の管理体制と追跡システム」

渡邉 幸子（医療法人社団哺育会 白岡中央総合病院 Quality Management Center 医療安全管理課 課長）

パネルディスカッション・質疑応答

閉会挨拶： 長尾 能雅（医療安全全国共同行動 常任理事）

一般社団法人医療安全全国共同行動

＋オンデマンド配信
（期間：12/1～12/25）

（敬称略）
＊内容･順番・時間等は変更になる場合があります



申込み方法
事前にお申込みをお願いいたします。下記URLの専用申込みフォームからお申込みください

https://kyodokodo.jp/seminer/annai/forum20221123/
参加費

一般:5,500 円 参加登録施設※:3,300円 個人登録者※※:3,300円

※ 参加登録施設は、ホームページの「2022年度参加登録施設一覧」に掲載されている医療機関の職員が対
象です。 ご不明の場合は事務局にお問合せください

※※ 個人登録者は、「医療安全レポート利用等個人登録者」の2022年度登録費をご納入済みの方が対象
です。ご不明の場合は事務局にお問合せください

申込受付開始 2022年9月28日（水）10:00～

申込締切 2022年10月26日（水） ＊定員になり次第、締切とさせていただきます

支払い方法 銀行振込 支払期限：2022年10月28日（金）

・ 振込先口座は、お申込み後に自動送信される「申込受付完了メール」に記載されています。
・ 振込手数料はお申込み者のご負担でお願いいたします。
・ 領収証はお振込み控えをもって代わりとさせていただきます。別途領収証の発行が必要な場合は、
メールでお申し越しください。
・ 配信の中止等、主催者側の責任による場合を除き、お振込みいただきました参加費の返金は
お受けできませんのでご注意ください。

お問い合わせ 一般社団法人医療安全全国共同行動 事務局
〒113-0033 東京都文京区本郷2-29-1 渡辺ビル2階

TEL 03-6240-0893 FAX 03-6240-0894
E-mail：forum-seminar@kyodokodo.jp

シンポジウムテーマ：

レポート加算を活かす！～不幸なレポート事故を防ぐために～

2015年を契機に多くの人が知ることとなった放射線や病理の診断レポートにまつわるリ

スクですが、 その後も事故報道は続き、大きな社会問題となりました。

問題解決の難易度は高く、多くの医療機関で手探りの対策が行われる中、2022年4

月、ついに報告書管理体制加算が新設されました。

本日は、厚労科学研究班の班長をお務めになられた松村泰志先生と、厚生労働省の

栗原健技官を招き、その趣旨をご説明頂くとともに、現場でご活躍の3名のパネリストから

それぞれの病院での対応をご紹介頂きます。

本加算を真に活かすための方略や展望について、議論をしたいと思います。

https://kyodokodo.jp/seminer/annai/forum20221123/

